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LET’S ENJOY LEARNING !!  MEIJO UNIVERSITY.

発見！と出会う。

要申込
受講無料
※一部講座を除く



講座の詳細・お申し込み・
お問い合わせはこちらから

LET’S ENJOY LEARNING!!

MEIJO UNIVERSITY manabu Project
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働きがいも 経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任 つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさも守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで
目標を達成しよう

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

数字のアイコンが表示されている講座では、該当する
SDGsの目標に関する取り組みを行なっております。
17の目標につきましては上記をご覧ください。

SDGs達成に向けた取り組み講座

①安いけど大丈夫？わたしの”ジェネリック医薬品”
②化学物質とうまく付き合うための取り組み

①ジェネリック医薬品について，安いけど品質は大丈
夫？欠品が続いているけど，大丈夫？などという質問
に答える形式でお話しします。
②われわれが便利に生活するためには化学物質が
必要ですが、使い方を間違えると逆に害をもたらしま
す。本講演では、化学物質を使いこなす考え方につい
てお話しします。

講 師

会 場
対 象
定 員
お問合せ

○薬学部　丹羽敏幸　教授
○薬学部　岡本誉士典　准教授
八事キャンパス 新３号館 102、オンライン（zoomウェビナー）
一般市民、大学生、大学院生、高校生、中学生
会場50人、オンライン100人
薬学部 担当教員　TEL：052-839-2740　FAX：052-834-8090
ytakaya@meijo-u.ac.jp

10.15（土） 13：00 ～ 16：00 会場・オンライン 3 6

くすりと健康

薬学部

野生動物を保全するために
は、その生態、行動、生理と
いった情報を得る必要があり
ます。では、どのように科学的
にアプローチすることができる
のでしょうか？これまでにわ
かってきたこと、研究のアプ
ローチなどを概説します。

講 師
　　　

会 場

対 象
定 員
お問合せ

○農学部　新妻靖章　教授
○日本学術振興会特別研究員 森智樹 氏
○日本学術振興会特別研究員 木下千尋 氏
天白キャンパス 共通講義棟南1階 S101
オンライン（zoomウェビナー）
一般市民、大学生、大学院生、高校生
 会場180人、オンライン100人
農学部生物環境科学科 担当教員
niizuma@meijo-u.ac.jp

11.26（土） 13：10 ～ 15：10

会場・オンライン 14 15

＜生物・人・自然の調和を考える＞
 野生動物を科学する

農学部

都市情報学部

新型コロナの感染拡大により、
人々の観光形態は感染対策を意
識したウィズコロナ時代の新しい
スタイルへと進化しました。さらに、
アフターコロナ時代に向けて新し
い観光形態が発生すると予想され
ます。本講座では観光業界に詳し
い実務者より話題を提供します。

講 師
会 場

対 象
定 員
お問合せ

愛知大学地域政策学部　非常勤講師　田中三文 氏
ナゴヤドーム前キャンパス南館3階 DS304、
オンライン（zoomウェビナー）
一般市民、大学生、大学院生、高校生
 会場80人、オンライン100人
都市情報学部事務室
TEL：052-768-6409　FAX：052-721-8881
toshi-office@ccml.meijo-u.ac.jp

会場・オンライン 11

Withコロナ時代の
観光の”今”と”これから”

11.5（土） 13：00 ～ 14：30

理工学部　環境創造工学科

道路舗装は産業やひとの暮らしに欠く
ことができないインフラ施設ですが、近
年環境との調和も強く求められ、それに
対応する技術が日々進化しています。本
講座では、舗装を取り巻く環境問題と、
それらの問題を解決するための舗装業
界の取組みを紹介します。

講 師
　　　
会 場

対 象
定 員
お問合せ

○鹿島道路株式会社専務執行役員 布村伸一 氏
○環境創造工学科　道正泰弘　教授
天白キャンパス 共通講義棟北1階 N101（名城ホール）、
オンライン（zoomウェビナー）
一般市民、大学生、大学院生、高校生、中学生、当該専門家
会場100人、オンライン200人
理工学部 担当教員　dosho@meijo-u.ac.jp

会場・オンライン 5 8 9 11 12 13 CN

道路舗装における環境問題、
サステナビリティへの取り組み

12.17（土） 13：00 ～ 14：30

人間学部

水族館の館長が魚のことは何でも知っていると思ったら大間違い。飼育観察を
続けると次から次へと謎が謎を呼び、実はわからないことだらけです。本には書
いてない不思議な生態の解明に奮闘する様子をメコンオオナマズの飼育を例
にご紹介します。

第1部
○世界淡水魚園水族館「アクア・トトぎふ」館長　池谷幸樹 氏
第2部　トークセッション
○世界淡水魚園水族館「アクア・トトぎふ」館長　池谷幸樹 氏
○人間学部　谷口義則　教授
ナゴヤドーム前キャンパス 南館1階 DS101
 一般市民、大学生、大学院生、高校生
200人
人間学部事務室　TEL：052-768-6402　FAX：052-721-8881
hnoffice@ccml.meijo-u.ac.jp

講 師

会 場
対 象
定 員
お問合せ

会場開催 15

飼育したからわかる魚の不思議
～私が沼にハマったナマズの話～

10.1（土） 14：00 ～ 16：00

農学部

昨年、農水省は「みどりの食糧シス
テム戦略」を策定し、有機農業取組
面積を飛躍的に増加させるとして
おり、これは食料生産における環境
負荷軽減を図るものです。有機農
業の一形態とも位置付けられる自
然栽培を含め、その環境との関わ
りについて考察したいと思います。

講 師
　　　
会 場
対 象
定 員
お問合せ

○農学部　礒井俊行　教授
○農業生産法人みどりの里　野中慎吾 氏
農学部附属農場　本館2階　講義室1
一般市民、大学生、大学院生、高校生、その他
80人
農学部附属農場 担当教員
TEL：0568-81-2169　FAX：0568-81-1589
moritat@meijo-u.ac.jp

会場開催 3 12 13 15 CN

＜フィールドの科学＞ 
今、有機農業、自然栽培を考える

12.17（土） 13：30 ～ 15：30

法学部

医療や衛生に関する法制は、明治期以
降体系的に整備されるようになりました
が、それ以前にも、人々の健康保護に関
する法は存在していました。江戸時代か
ら明治初期の医事・薬事や衛生に関す
る法制を紹介し、日本における衛生行政
の発達史をたどります。

講 師
会 場
対 象
定 員
お問合せ

法学部　代田清嗣　准教授
天白キャンパス 共通講義棟南2階 S201
 一般市民、大学生、大学院生、高校生
100人
法学部事務室
TEL：052-838-2050
hhjimu@ccml.meijo-u.ac.jp

会場開催 6 16

医療・衛生と法の歴史

11.19（土） 14：00 ～ 15：30

外国語学部

これからの英語教育 オンライン 4 10 17 CN

9.24（土）～ 11.26（土） 10：00 ～ 11：00　2コース各 4 回

小学校編：小学校の英語の教科化をふまえ、実
践例、学習効果、課題についてお話しします。また
ICTの活用例もご紹介します。
中学校・高等学校編：中／高における新学習指
導要領のポイント、タスク、ディスカッション・ディ
ベート、ICTの活用についてお話しします。

　小学校編
○外国語学部　西尾由里　教授
○外国語学部　ジェイムス・ロジャース　准教授
○京都市立二条城北小学校　俣野知里　教諭
　中学校・高等学校編
○外国語学部　藤原康弘　教授
○外国語学部　ポール・ウィキン　教授
○外国語学部　宮崎新　教授
○名城大学附属高校　杉本健　教諭
オンライン（zoomミーティング）
 当該専門家（教員、教育関係者、
教職課程の大学生・大学院生）
各回80人
外国語学部 担当教員　fujiwara@meijo-u.ac.jp

講 師

会 場
対 象

定 員
お問合せ

中学校・
高等学校編

① 9.24（土） ② 10.1（土）
③ 10.8（土） ④ 10.15（土）

① 11.5（土）   ② 11.12（土）
③ 11.19（土） ④ 11.26（土）

小学校編

昨今、地球規模の気候変動が問題になっており、その対策としてカーボンニュートラル（温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること）の実現で
大きな効果が発揮できると考えられています。アイコンが表示されている講義では、カーボンニュートラル実現に関連する内容となっています。

カーボンニュートラル実現に関する講義CN

本学ではカーボンニュートラルに関わ
る研究を推進するため、カーボン
ニュートラル研究推進機構を設置しま
した。本シンポジウムでは2050年まで
の脱炭素社会実現に向けて、吉野彰終
身教授による講演、また、本学の研究
活動によるカーボンニュートラルへの
展望や取り組みについて紹介します。

講 師
会 場

対 象

定 員
お問合せ

CN研究推進機構名誉顧問　吉野彰終身教授
天白キャンパス タワー75 15階レセプションホール、
オンライン（zoomウェビナー）
一般市民、大学生、大学院生、当該専門家、
その他（研究者、企業、官公庁、教職員）
会場30名、オンライン500名
総合研究所　TEL：052-838-2034　souken@ccml.meijo-u.ac.jp
詳細は、後日、大学ホームページにてご案内いたします。

会場・オンライン 7 9 13 CN

名城大学カーボンニュートラル研究推進機構シンポジウム
「カーボンニュートラル達成にむけた名城大学発の研究推進」

10.10（月） 13：30 ～ 16：00（予定）
総合研究所

● 本年度の公開講座は、すべて事前のお申し込みが必要となります。
● 新型コロナ感染拡大の状況に応じて開催方法の変更、中止の可能性もございますので、最新の情報をホームページなどでご確認ください。

薬学部

本講座は、本学周辺に在住する地域住民の方
の生活習慣病の予防、改善及び健康づくりを支
援するために実施します。また、週1回、1時間程
度の健康運動実施の効果を体力医学、健康科
学の観点から科学的に検証します。

○薬学部　梅田孝　教授
○経済学部　小泉和也　准教授
○学外招聘講師　梅田洋子　氏
八事キャンパス 体育館2・3階
一般市民
30人
薬学部事務室　TEL：052-839-2616
FAX：052-834-8090　E-mail：yyoffice@ccml.meijo-u.ac.jp
※本講座に参加するにあたり
①第1回健康実践教室説明会（9/30）に必ず参加すること
②スポーツ安全協会が取り扱う「スポーツ安全保険」（1,850円（64歳
以下）、1,200円（65歳以上））に加入すること（参加者の自己負担、手
続きは本学で取りまとめ行う）
③運動実践教室が実践される金曜日以外の10/1、12/10に体力・身体
機能測定に参加できる方に限る
④本講座により得られるデータ（体力・身体機能測定結果）を本学薬
学部学生の卒業研究に活用することを承諾できる方に限る

講 師

会 場
対 象
定 員
お問合せ

9.30（金）～ 12.10（土）　　　　　全12回

会場開催 3

健康づくりのための健康実践教室

金曜 14：00 ～ 15：00　土曜 13：00 ～ 15：30

各学部の講座で、なぜ？を楽しむ

本講座では、地震・津波・高潮の基礎
知識と基本特性について解説するとと
もに、東海地方における南海トラフの
巨大地震・津波被害、地球温暖化に伴
う海面上昇と台風の強大化による巨大
高潮災害について一緒に考えます。

講 師
会 場
対 象
定 員
お問合せ

社会基盤デザイン工学科　川崎浩司　特任教授
天白キャンパス　共通講義棟南1階 S103
一般市民、大学生、大学院生、高校生
120人
理工学部事務室
rikoujimu@ccml.meijo-u.ac.jp

10.1（土） 13：00 ～ 14：30

会場開催 11 13

＜市民開放講座＞
巨大沿岸災害について考える

理工学部　社会基盤デザイン工学科



〒468-8502  名古屋市天白区塩釡口一丁目501番地　
TEL：052-832-1151（代）　公開講座のお問合わせ／社会連携センター

公開講座の情報は特設HPで！

名城大学  公開講座 検 索

| 天白キャンパス | 　〒468-8502 名古屋市天白区塩釡口一丁目501番地　TEL：052-832-1151（代）　● 地下鉄鶴舞線 「塩釡口／名城大学前」駅下車、①番出口徒歩約4分。　※車でのご来場はご遠慮ください。

| 八事キャンパス | 　〒468-8502 名古屋市天白区八事山150番地　TEL：052-832-1151（代）　● 地下鉄鶴舞線・名城線 「八事」駅下車、⑥番出口徒歩約6分。　※車でのご来場はご遠慮ください。

| ナゴヤドーム前キャンパス |　〒461-8534 名古屋市東区矢田南四丁目102番9　TEL：052-832-1151（代）　● JR中央本線・名鉄瀬戸線「大曽根」駅下車、徒歩約10分。地下鉄名城線 「ナゴヤドーム前矢田」駅下車、①・②番出口徒歩約3分。　※車でのご来場はご遠慮ください。

地域との
連携・共催講座

刈谷市×名城大学

名城大学学生による英語絵本読み聞かせの豊かな言語体験を通して、親子で楽しみ
ながら英語を身に着けましょう。読み聞かせのワンポイントアドバイスもあります。

○外国語学部　西尾由里　教授　○西尾ゼミ生
刈谷市総合文化センター、オンライン（zoomミーティング）
刈谷市、知立市、高浜市、東浦町に在住・在勤・在学の保護者とその幼児
会場：15組、オンライン：50組
刈谷市生涯学習課　TEL：0566-62-1036
「刈谷市　令和4年度大学連携講座」のページより
300円

講 師
会 場
対 象
定 員
お問合せ
申し込み
受 講 料

会場・オンライン

【名城大学連携講座】
親子で楽しむ英語絵本読み聞かせ講座

12.11（日） 10：30 ～ 11：30

“居心地の良い空間”、“居心地の良い
場”を考えるとき、“居心地の良さ”を
認知科学的に紐解いていくことで、
新たな視点で空間のミライが描ける
のではないか。建築学、認知科学の
先生から新たな学びを得ながら”いご
こちの良さ”について対話を通して考
える機会とします。

講 師

会 場
対 象
定 員
お問合せ

理工学部建築学科　准教授
谷田真　氏
名古屋大学情報学研究科　准教授
磯村朋子　氏 
オンライン（zoomミーティング）
一般市民、大学生、高校生
50人
社会連携センター TEL：052-838-2473

空間のミライ：
いごこちのよさを考える

社会連携センター

11.23（水・祝） 13：30 ～ 15：30

東区×名城大学

10.27（木）～ 11.17（木） 14：00 ～ 15：30

【名城大学連携講座】
人間学部伊藤俊一教授がおくる「荘園への招待」

会場開催

かつて貴族や寺社が土地を囲い
込んで国の秩序を乱したかのよう
に捉えられた荘園ですが、近年で
は武家も含めた日本中世の基礎的
な社会単位と考えられています。
最新の荘園研究について学んでみ
ませんか。

人間学部　伊藤俊一　教授
東生涯学習センター（視聴覚室）
一般市民（名古屋市内在住・在勤・在学）
30人
東生涯学習センター　TEL：052-932-4881
窓口、「生涯学習webナビなごや
講座・イベント案内一覧」のページより

講 師
会 場
対 象
定 員
お問合せ
申し込み

オンライン 11

LET’S ENJOY LEARNING!!
名城大学では地域の皆様に受講していただける公開講座を開講しています。

仕事や日常生活における発想を豊かにする、新たな切り口や知識、情報を手

に入れる機会になればと思います。どなたでもご参加をお待ちしています。

① 10.27（木） 荘園史の流れ ② 11.10（木）
③ 11.17（木）

気候変動と荘園
荘園の世界

名古屋大学学術研究・
産学官連携推進本部との共催講座


